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の閲覧による二次検索が主流であったという回答が得られているが、当時の具体的な情報収集体制に

関する資料が残っていないため、その詳細は不明であるとされている 63。なお、1980 年代前半頃に

は、海外雑誌でNEJM、JAMA、ランセット、サイエンス、ネーチャー、ブリティッシュ・メディカ

ル、ブラッド等の主要雑誌が定期購読されていた記録が残っている、との回答を得ている 64。 
参考までに、フィブリノゲン製剤の危険性について述べている主な海外論文を、以下にリストアッ

プする。これらを含めた海外論文を、ミドリ十字社が把握できていたかどうかは判断できない。 
 

図表 4- 42 フィブリノゲン製剤（一部血液またはその他の血液関連製剤）による肝炎発症についての主

な報告 

年 出所 内容 
1957 
(S32) 

Graham JH(USA), 
Emerson CP, Anglem 
TJ. Postoperative 
hypofibrinogenemia: 
diffuse intravascular 
thrombosis after 
fibrinogen 
administration. The 
New England Journal 
of Medicine 1957; 
257(3);101-104 

従来、フィブリノゲンは先天性及び後天性フィブリノゲン血症状態を改善するた

めに使用されており、その使用による合併症は、当時まで肝炎発生のみであった

が、著者がフィブリノゲンを投与した後、術後低フィブリノゲン血症を生じて広

汎な血管内フィブリン沈着及びこれによる内臓梗塞が生じた症例があったことを

報告。 

1963 
(S38) 

Cronberg S(Sweden), 
Belfrage S, Nilsson 
IM. 
Fibrinogen-transmitt
ed hepatitis. The 
Lancet 1963; 1(7288); 
967-969 

フィブリノゲン製剤を投与した 49 例の患者のうち、15 例に肝炎発生したこと、

そのうち 6 例は輸血を受けたことがなく、他の肝炎感染源や肝障害の薬剤を服用

したことがなかったこと、15 例すべてで肝炎感染はフィブリノゲン由来である可

能性が高いことを記載 

1963 
(S38) 

Medical Economics. 
Physicians’desk 
reference. Medical 
Economics inc; 1963. 

紫外線照射処理を行ったフィブリノゲン製剤について、肝炎ウイルスの存在は確

定的な弊害であると考えられるべきであり、同製剤の使用を控えるべきであると

警告 

1971 
(S46) 

Sutton DM.(USA) et 
al. Intravascular 
coagulation in 
abruptio placentae. 
Am. J. Obset. 
Gynecol. 1971; 109(4); 
604-614 

凝固因子濃縮製剤、特にフィブリノゲンを投与することは、血清肝炎を伝播する

リスクがかなり高く、線維素溶解を一層亢進させ、凝固障害が悪化する可能性が

あることから、適切ではないことを記載。 
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